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まちづくり交付金　事後評価シート

登呂公園周辺地区

平成21年12月

静岡県静岡市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 220ha

交付期間 0.404

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし

あり

なし ●

あり ●

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

●

●

26.0

50.4

36.0

 １）事業の実施状況

事業計画の見直しにより、必要性・緊急性等を検証しワークショップ
等で検討した結果、取りやめる。

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

当初計画
から

削除した
事業

道路（(都)静岡下島線、(都)西脇大谷線）、公園(登呂公園、下島北公園）、下水道(高松3号雨水幹線）、地域生活基盤施設（登呂公園周辺地区（誘導サイン整備））、高質空間形成施設((都)西脇大谷線、登呂遺跡南側３号
線)、高次都市施設(地域交流センター）

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

－

実施内容
都市再生整備計画に記載し、実施できた

実施状況

％ 10 Ｈ16 40

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

従前値 目標値

施設の利用者数 （人/月） 7,500 Ｈ16 12,000

フォローアップ
予定時期

－

－

目標
達成度

○

－

1年以内の
達成見込み

12,000
(想定値)

△

平成23年３月

交通アクセス等に対する
来訪者満足度

％ 40 Ｈ16 60 Ｈ21 41.4

Ｈ21

指標３ Ｈ21 55.6 平成23年３月△

指標1

指　標

指標２

暮らしやすさに対する地
域住民満足度

マナー･治安満足度 ％ 27.0 Ｈ16

効果発現要因
（総合所見）

数　　値

39.4
 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標
従前値 目標値

高質空間形成施設や公園整備・博物館建設などに
より、地区を特徴づける景観要素が整備されたこと
により、街並み･景観に対する満足度が向上したと
考えられる。

平成23年３月

街並み･景観満足度 ％ 21.1 Ｈ16

道路･公園･博物館等の整備により景観が形成さ
れ、WS開催が住民意識を向上させたと考えられる。
また、ゴミも少ないなど管理されている環境が治安
を向上させたと考えられる。

 ５）実施過程の評価

・登呂公園･登呂博物館への来訪者を対象に実施したアンケートでは、整備後の再来訪の可能性について約90％の回答者が「(ぜひ）来たい｣としている。
・住民を対象としたアンケートでは「街並み･景観が美しい｣、「ゴミが少なくきれい｣、｢治安がよく安全な雰囲気｣といった個別項目についての評価が向上しており、高質空間形成施設や公園整備によって景観形成が進み、これが治安やマナーの向上に繋がっ
たと考えられる。

交付期間
の変更

地域想像支援事業(登呂博物館建設事業、雨水渠整備）、まちづくり活動推進事業(登呂遺跡周辺まちづくり支援事業）

新たに追加し
た事業

なし

なし

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

－ －

影響なし

－

まちづくり活動に係る意見交換の場やまちづくり活動の主体として、今後も
継続していく。

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

持続的なまちづくり
体制の構築

登呂会の活動活性化

登呂会が活動の中心となり、今後もよりよいまちづくりに資するために活動
を継続していく。

モニタリング
来訪者モニタリングアンケート(平成19年10月実施)
　*｢登呂祭り｣の来場者及び祭り参加者を対象、サンプル数100

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

まちづくりワークショップの開催

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

今後の対応方針等

事前･事後アンケートとは調査対象が異なるため、単純な比較はできない
が、まちづくり活動のモニタリングとして継続的な実施が望まれる。

平成23年３月

目標
達成度※１

1年以内の
達成見込み

フォローアップ
予定時期

効果発現要因
（総合所見）

再整備後にまた来訪したいという声も９割を超える
など、新館建設への期待が高まっており、各方面か
らの来館者予測では目標値に達すると推計される。

 評価時点では周辺幹線道路も案内看板も整備中
のため一定の効果は発現出来ず目標値には達して
いない。今後、道路事業が完了し案内看板等が設
置されることで、利便性も向上することから来訪者の
満足度は更に向上すると考えられる。

道路･公園･下水道などの都市基盤整備が進展し、
指標は大きく向上しているが、アンケート調査時点で
未整備の事業があることや災害不安などにより目標
値には僅かに達しなかった。今後、公園等周辺施設
整備事業が完了し一定の効果が発現されれば住民
満足度は向上すると考えられる。

平成23年３月

その他の
数値指標1

その他の
数値指標２

地区名

事業名

高質空間形成施設(登呂遺跡南側３号線）

なし

数　　値

－

－

5,216.6百万円

登呂公園周辺地区

平成17年度～平成21年度 平成21年度事後評価実施時期

静岡県 市町村名 静岡市

交付対象事業費 国費率



様式２－２　地区の概要

 単位：（人/月） 7,500 H16 12,000 H21 12,000 H21

 単位：％ 40 H16 60 H21 50.4 H21

 単位：％ 10 H16 40 H21 36 H21

まちづくりの目標 目標を定量化する指標

交通アクセス等に対する来訪者満足度

施設の利用者数

暮らしやすさに対する地域住民満足度.

目標値 評価値

登呂公園周辺地区（静岡県静岡市）　まちづくり交付金の成果概要

従前値

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

地域の核となる登呂博物館の利用を促進させるため、観光PRを推進するとともに、体験学習や企画展示など展示内容を工夫し、リピーターの増加を図る。また、地域住民の交流の場としても活用していく。
・住民協力を得ながら整備された道路・公園等の適切な維持管理によって良好な景観を維持し、あわせてマナー･治安の向上を目指す。
・まちづくり交付金実施期間では完成することができなかった都市計画道路の早期完成を目指す。
・登呂公園・登呂博物館においてイベントのを開催や学術研修等の誘致を促進することにより、住民交流・地域交流・学術交流の場としての地位を確立し、地域の活性化の核としていく。
・地区外の下流域の浸水被害対策を推進することにより、地区内における災害不安を解消するとともに、周辺地域一帯の防災機能を高める。

まちの課題の変化
・登呂公園・登呂博物館の整備効果をさらに高め、地域の活性化につなげていくためには、ＰＲ活動や周辺地域住民が一体となったまちの魅力の向上に努めていく必要がある。
･都市計画道路の整備において補償交渉が難航したことから、当初、予定していた計画幅員の確保が難しく、交差点改良など部分的整備に留まったため、計画幅員での整備が今後の課題となった。
・公共下水道の整備は完了したが、雨水排水対策に対する不安は残されており、その軽減を図る必要がある。

◇国の特別史跡である「登呂遺跡」を核とした特徴あるまちづくりを進め、歴史的価値を再発見し、来訪者や
地域住民の満足度・利便性の向上を図る。
　　・学術・観光資源として魅力ある登呂遺跡をつくる。
　　・地域の生活環境を改善し、安全・安心な暮らしやすいまちをつくる。代表的な指標


